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(百万円未満切捨て)

１．2023年２月期第１四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第１四半期 5,088 21.8 117 46.0 106 26.7 66 9.1

2022年２月期第１四半期 4,179 50.5 80 － 84 － 61 －
(注)包括利益 2023年２月期第１四半期 65百万円( 13.8％) 2022年２月期第１四半期 57百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第１四半期 51.38 －

2022年２月期第１四半期 47.09 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第１四半期 18,301 3,764 20.2

2022年２月期 17,628 3,755 20.9
(参考) 自己資本 2023年２月期第１四半期 3,692百万円 2022年２月期 3,683百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2023年２月期 －

2023年２月期(予想) 25.00 － 25.00 50.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,800 20.0 170 － 150 － 80 － 61.75

通期 17,000 △4.3 340 139.4 290 62.3 160 39.5 123.48
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年２月期１Ｑ 1,440,840株 2022年２月期 1,440,840株

② 期末自己株式数 2023年２月期１Ｑ 145,194株 2022年２月期 145,194株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期１Ｑ 1,295,646株 2022年２月期１Ｑ 1,295,698株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ペー
ジ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　

　　



株式会社トーヨーアサノ(5271) 2023年２月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………８

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………８

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………８

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………８

（追加情報） ……………………………………………………………………………………………９

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………10

　

　



株式会社トーヨーアサノ(5271) 2023年２月期 第１四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染状況が比較的落ち着いてきたこ

とから、サービス消費の回復を柱として、景気は持ち直しているものの、エネルギー価格や食品価格の高騰が続いてお

り、家計の購買力低下や消費マインドの低迷による景気の減速懸念など下振れリスクにより先行きは不透明な状況で推

移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループは、第７次中期経営計画「TAFCO・RR計画」（タフコ・ダブルアール計画）

（2022年3月1日～2025年2月28日）に基づき、「Reform戦略（改革）」と「Restart戦略（再始動）」を軸とした事業戦

略をスタートさせました。詳細につきましては、弊社ホームページの中期経営計画をご覧ください。

　コンクリートパイルの全国需要につきましては、前年同四半期を上回って推移いたしました。当社の主力商圏となる

関東および静岡につきましては、関東は前年同四半期を上回りましたが、静岡は下回っております。

　コンクリートセグメント事業の製造につきましては、当初計画通り進捗しております。

　不動産賃貸事業につきましては、安定した業績で推移しております。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、前年同期比較は、当該会計基準等の適用前の前第１四半期連結累計期間の数値を用いております。

詳細につきましては、「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」に記載して

おります。また、管理区分の見直しに伴い、前連結会計年度までのセグメント情報における「コンクリート二次製品事

業」および「工事事業」を統合し、「基礎事業」として開示しております。

セグメント毎の業績は次のとおりであります。

①基礎事業

　基礎事業の主力事業でありますコンクリートパイル部門の全国需要につきましては、前年同四半期を上回って

推移いたしました。当社の主力商圏であります関東および静岡につきましては、関東は前年同四半期を上回り、

静岡は下回りました。業績につきましては、主力の関東において需要が増加したこと、大型物件が完工したこと

などから、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,565百万円（前年同四半期比27.1％増）、営業利益は224百万

円（前年同四半期比13.6％増）となりました。

②コンクリートセグメント事業

　当第１四半期連結累計期間は、計画通りの生産となりました。事業環境は大変厳しく、足元での原材料価格も

高騰しておりましたが、徹底したコスト管理を実施した結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は474百万円

（前年同四半期比11.7％減）、営業利益は4百万円（前年同四半期は1百万円の損失）となりました。

③不動産賃貸事業

当第１四半期連結累計期間の売上高は、49百万円（前年同四半期比0.2％減）、営業利益は35百万円（前年同四

半期比0.8％減）となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は5,088百万円（前年同四半期比21.8％増）、営業利益は117

百万円（前年同四半期比46.0％増）、経常利益は106百万円（前年同四半期比26.7％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は66百万円（前年同四半期比9.1％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、672百万円増加して18,301百万円

となりました。これは主に現金及び預金の増加768百万円、未成工事支出金の増加1,104百万円、商品及び製品の

減少859百万円等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて、663百万円増加して14,536百万円となりました。これは主に未成工事受入

金の増加619百万円、長期借入金の増加289百万円、支払手形及び買掛金の減少416百万円等によるものでありま

す。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて９百万円増加して3,764百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年2月期第2四半期および通期業績予想につきましては、2022年4月8日に発表いたしました業績予想から変

更はございません。今後、新型コロナウイルス感染症拡大など当社グループへ影響を及ぼし、業績予想の修正が

必要となった場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,081,602 2,849,702

受取手形及び売掛金 3,451,596 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 3,323,303

電子記録債権 1,357,175 1,354,509

商品及び製品 859,648 -

原材料及び貯蔵品 286,003 261,399

未成工事支出金 279,105 1,383,884

その他 212,710 88,265

流動資産合計 8,527,841 9,261,064

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,757,595 1,745,307

土地 4,964,446 4,964,446

その他（純額） 1,240,943 1,178,544

有形固定資産合計 7,962,984 7,888,297

無形固定資産 200,089 201,270

投資その他の資産

投資有価証券 329,970 328,299

その他 608,107 622,931

貸倒引当金 △300 △300

投資その他の資産合計 937,778 950,930

固定資産合計 9,100,853 9,040,499

資産合計 17,628,694 18,301,563

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,557,635 3,141,568

電子記録債務 2,856,639 2,887,494

短期借入金 2,214,782 2,358,270

未払法人税等 34,345 51,601

賞与引当金 - 54,657

工事損失引当金 - 36,681

その他 773,772 1,282,845

流動負債合計 9,437,175 9,813,118

固定負債

長期借入金 3,883,763 4,173,042

退職給付に係る負債 121,550 142,734

その他 431,045 408,055

固定負債合計 4,436,359 4,723,831

負債合計 13,873,535 14,536,950
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 720,420 720,420

資本剰余金 706,858 706,858

利益剰余金 2,352,436 2,362,676

自己株式 △106,772 △106,772

株主資本合計 3,672,942 3,683,182

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,079 8,919

その他の包括利益累計額合計 10,079 8,919

非支配株主持分 72,137 72,511

純資産合計 3,755,159 3,764,613

負債純資産合計 17,628,694 18,301,563
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年５月31日)

売上高 4,179,716 5,088,867

売上原価 3,630,461 4,500,342

売上総利益 549,255 588,525

販売費及び一般管理費 469,046 471,426

営業利益 80,208 117,098

営業外収益

受取利息 609 536

受取保険金 13,508 -

その他 4,048 3,209

営業外収益合計 18,166 3,745

営業外費用

支払利息 14,049 13,995

その他 14 13

営業外費用合計 14,064 14,008

経常利益 84,310 106,835

特別利益

投資有価証券売却益 18,444 -

特別利益合計 18,444 -

特別損失

固定資産除却損 121 -

特別損失合計 121 -

税金等調整前四半期純利益 102,633 106,835

法人税、住民税及び事業税 41,612 39,895

法人税等合計 41,612 39,895

四半期純利益 61,020 66,939

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 373

親会社株主に帰属する四半期純利益 61,017 66,565
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年５月31日)

四半期純利益 61,020 66,939

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,001 △1,159

退職給付に係る調整額 2,781 -

その他の包括利益合計 △3,220 △1,159

四半期包括利益 57,800 65,779

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 57,783 65,405

非支配株主に係る四半期包括利益 16 373
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、従来、別個の取引として識別していた同一の契約に係るコンクリートパイル製品の販売と請

負工事を単一の履行義務として識別し、契約における履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収

益を認識する方法に変更しております。また、従来は進捗部分について、成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間にわ

たり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を認

識する方法に変更しております。ただし、期間がごく短い工事については、工事完了時点で収益を認識する

方法を採用しています。履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、見積総原価に対する実際原価の割

合（インプット法）で算出しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることがで

きないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用して

おります。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は45,474千円、売上原価は11,652千円減少しており、営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が33,821千円減少しております。また、商品及び製品は

667,597千円減少し、未成工事支出金は817,681千円増加しております。さらに、利益剰余金の当期首残高が

23,934千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示し

ていた「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含

めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、

前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前

第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関す

る会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価

算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。この変更による

四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

　 （新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

　当社グループは、会計上の見積りについて、連結財務諸表作成時点までに入手可能な情報に基づき、経済状

況は第２四半期以降年度末に向けて回復に向かうものの、業績への影響は一定期間続くものと仮定し、会計上

の見積りを行っております。ただし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う影響は不確実性が高く、今

後の感染拡大の影響により、会計上の見積りに影響を与える可能性があります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2021年３月１日 至 2021年５月31日）

　１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

基礎事業
コンクリート
セグメント

事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

(1)外部顧客
への売上
高

3,593,105 537,225 49,385 4,179,716 － 4,179,716

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

43,284 － 6,970 50,255 △50,255 －

計 3,636,390 537,225 56,356 4,229,972 △50,255 4,179,716

セグメント
利益又は
損失（△）

197,272 △1,871 36,065 231,465 △151,257 80,208

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△151,257千円には、セグメント間取引消去8,509千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△159,766千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費及び技術試験研究費であります。

２ セグメント利益又は損失の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022年３月１日 至 2022年５月31日）

　１. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

基礎事業
コンクリート
セグメント

事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

(1)外部顧客
への売上
高

4,565,422 474,153 49,290 5,088,867 － 5,088,867

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

37,445 － 6,390 43,836 △43,836 －

計 4,602,868 474,153 55,681 5,132,703 △43,836 5,088,867

セグメント
利益

224,058 4,696 35,768 264,523 △147,425 117,098

(注) １ セグメント利益の調整額△147,425千円には、セグメント間取引消去6,702千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△154,127千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費及び技術試験研究費であります。

２ セグメント利益又は損失の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３. 報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは主力事業であるコンクリート二次製品事業と工事事業を一体管理しグループ価値の最大化、効

率化を図るために管理区分を見直しております。これに伴い当第１四半期連結会計期間より、報告セグメント区

分を従来の「コンクリート二次製品事業」、「コンクリートセグメント事業」、「工事事業」、及び「不動産賃

貸事業」から「基礎事業」、「コンクリートセグメント事業」及び「不動産賃貸事業」に変更しております。

　 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを記載しております。

　（収益認識に関する会期基準等の適用）

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」（企

業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、報告セグ

メントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度におけるセグメントごとの売上高は「基礎事業」で

45,474千円減少しております。また、セグメント利益は「基礎事業」で33,821千円減少しております。

　


